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  今回の防災講演会は、横浜市南区蒔田町にある「朝日マンション管理組合から依頼を受けて実施致しましたのでご

報告いたします。 
   
 日 時 令和元年 10 月６日：10：45～12：00  

 場 所 横浜市南区蒔田町９８８番地 朝日マンション 

 参 加 者 ４５名 朝日マンション管理組合：理事長、副理事長、役員、マンション居住者：４０名 

 演 題 大地震によるライフライン停止時の対応について 

 日本防災士会横浜支部：今井支部長 山田防災士、武田防災士 
    

 ◆講演会内容 
 

  「大地震によるライフライン停止時の対応について」講演と質疑応答を含めて１時間程度で実施しました。 

防災グッツ展示品の説明についても多くの質問が有り時間を少し延長して頂き熱心な講演会になりました。ライ

フラインが停止したら、いままで何も考えたこともない生活環境が全く変わって生活に大きなダメージを受けこと

は確かです。今回の台風１５号がもたらした、千葉県の惨状をテレビ等の映像を見ても判るように住宅の屋根と

言う屋根はビニールシートで覆われており、夜間は暗闇、水は断水、高層マンションに住む高齢者にはエレベー

ターも使えいことから大変な苦労があったことは情報としてマンションの住民の方はよく知っているようです。その

ような状況からライフラインが止まった場合のトイレや水の確保について深い関心を持って聴講をされておりまし

た。 

 

 

   

 

     

 ◆感想 
 

 朝日マンションは橫浜市南区の少し坂道を上がった途中に位置したところにあるマンションです。 

やはり台風１５号における千葉県のライフライン、灯のない不自由な生活被害状況については居住者の大きな感

心が感じられました。 

 

 文責 今井支部長 
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